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Ⅰ　は　し　が　き

地域を異にし,気象が変わるとそれにつれて風俗が変化する｡特に被服生活においてば被服の色彩

･形態の上に自然の及ぼす彪饗は極めて大きいと考えられる｡例えば長い伝統に培われた奏しさを誇
ヽ

る日本の染織の中でも,特に沖縄で作られたものには南国独特の豊かな美しい色彩がみられる0

しかし現在では科学技術の発達により,建築における冷暖房設備の普及や,航空機による時間的距

離の短縮や,テレビなどの影響によって生活の地域差は大いに縮小されている｡また被服の選択購入

などには,繊維･化粧品の商社によって作り出される｢流行｣の影響●もあってその差はさらに縮小さ

れている｡

このようなときにあたり,鹿児島塵産の大島紬も,文様･色彩ともに現代の都会的噂好に合わせて

大いに変貌しているが,近距離にありながらも琉球は戦後の事情もあって,比較的に他の地域の影響

が少ないと考えられる｡

私は日頃,南方独特の輝やくような色彩について興味をもっていたが,たまたま南方科学研究会の

援助によって琉球列島の染織に接する機会を得たので,その調査結果を報告する｡

ただし今回は,現在製作されている沖縄染の色票上の分布についてのみである｡

Ⅰ　調査　に　つ　い　て

1.調査時期　昭和38年8月27日

2･調査場所　沖縄那覇市首里の紅型製作所

3.調査時の環境　午後1時～2時　　　　温度　32oC　　　　温度　74%

照度　70,000-80,OOOlux

4･調査事項　用布の色彩(色相･明度･彩度)その他数項
宍えがたうぶる

5･調査方法　沖縄染の代表的な麻地藍型臆着尺･麻地藍型着尺･芭蕉糸入り木綿地藍型着尺･
鞄MKfS

一越縮緬白地紅型着尺,一越縮緬黄色地紅型着尺･木綿白地紅型テーブルセンター･緯麻経木棉
うちくい

藍地簡描風呂敷(写真参照)の7種の周布について,測包部分を灰色画用紙の比色窓からのぞい

て, Color Harmony Manual (C. C. A.)を用いて測定した｡
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Ⅱ　調　査　結　果

表1 (折込表参照)は7つの周布についての色彩一色相･明度･彩度-を一覧に表示したもの

である｡
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i*l試らm

表2は藍型の色彩-色相･明度･彩度-を表示したものである｡ 1図のイは色相を,ロは明度

･彩度を図示したものである｡
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表2および図1によれば,撃型の色相は15が多く,明度･彩度は一体に低くてpnである｡但し芭蕉

糸入り木綿迦藍型は芭蕉糸入り部は2gc,木綿糸の部は2caで,文様の一部に特に濃い19 poが使

用されている･｡
びんがナこ

表3は紅型里の色彩-色相･明度･彩度-を表示したものであり, 2図のイは色相を,ロは明度

･彩度を図承-したものである｡
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表3および図2によれば,紅型としては色相は8が最も多く次いで7である｡明度･彩度は青色系

ではpi�"pnに集まるものが多く,赤色系はpa�"pc�"nc�"pgに集っている｡
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ⅠT　あ　と　が　き

以上,沖縄の染色について,主として色票上の分布について報告したが,つづいて次報はさらにこ

の染色に使用された色彩の面積について報告したいと思う｡

この調査にご協力下さった紅型製作所の城間栄善氏ご夫妻に深く感謝します｡

Summary

This is a study on the distribution of colors used in Okinawa dyeing determined

by the color scale. -
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